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 実習の進捗発表（ジュニア（⼤学 1〜3 年⽣），新規発表） 

医療教育での VR 技術 
 
森⽥匠真（静岡⼤学情報学部情報科学科）， 
藤本奈緒（静岡⼤学情報学部⾏動情報科）， 
⽚⼭裕太郎（静岡⼤学情報学部情報科学科）， 
柴⽥昌平（静岡⼤学情報学部情報社会学科） 
 

近年，情報技術が発達し，スマートフォンなど⼀般⼈にまで普及した媒体に留まら
ず，様々な分野に置いてその技術が活⽤されている．その中でも医療分野における情報
技術の進展は，近い将来での多様な医療技術への応⽤が期待されている．我々はその中
でも VR 技術を利⽤した臨床医療実習について着⽬し，⽂献検索を元に今後の展望を推
測した．鈴⽊（2001）によると，1970 年代後半より，CT 画像の三次元画像化が研究
される中，応⽤⾯の⼀つとして⽣まれた⼿術シミュレーションの技術が次第に発達し，
1990 年代後半から VR 技術の採⽤の検討が始まったとされる．2001 年には，VR 技術
と医療画像技術が結合した診断・治療技法が各国で研究され，関与する研究機関や⼈員
も年々増加し，関連学会で医療バーチャルリアリティという⾔葉が定着していた．従っ
て，10 年後の VR 事業はさらに発展し，より多くの教育場⾯で導⼊されていくと考え
られる． 
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